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存在も報告されている Otoet al.， 2002)。大型土壌動物群集においては、高度が上がるにつ
れて、ミミズのようなエコシステムエンジニアが減り、リタートランスフォーマーが増え
る傾向があると指摘されている (Lavelleet al.， 1995)が、キナパル山に関しては高度が増
すとミミズが増えるという逆の現象が起きているのは興味深い。ここで採取された大型の
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察 で き る 。 物 理 的 な 土 壌 の 改 変 で あ る 糞 塊 が 、 土 壌 栄 養 を 保 持 し て い る 可 能 性 も 示 唆 さ れ
た 。 ま た 、 P darnleiensis の 糞 塊 生 産 量 は 明 ら か に 季 節 変 化 し 、 乾 期 に は 生 産 量 が 減 る が 、
ミ ミ ズ そ の も の の 生 息 量 に は 季 節 変 化 は 見 ら れ な い 。 し た が っ て 、 乾 期 に は 本 種 の 採 餌 、
又 は 穿 孔 活 動 が 低 下 す る の で は な し 、 か と 考 え ら れ る 。 森 林 の 生 産 性 の 低 い 蛇 紋 岩 で は 、 よ
り エ コ シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア と し て の 機 能 が 大 き く 働 い て い る と 考 え ら れ る 。 長 谷 川 ・ 伊 藤
ら に よ る ダ ル マ コ ッ ト の 土 壌 動 物 群 集 の デ ー タ で は 、 エ コ シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア は 伐 採 の 撹
乱 に 弱 し 、 事 が 示 唆 さ れ た 。 伐 採 を 行 う 事 で 、 土 壌 を 含 め た 大 き な 循 環 系 を 失 う 可 能 性 が あ
る 。
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